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配布資料① 

  太陽電池研究開発政策および関連事項に関する提案 

2004/03/17 

                             東京大学 小宮山宏 

 

Ⅰ 太陽電池製造の「画期的プロセス開発」 

１． 太陽電池の生産・設置は急激に増大している 

２． 戸建て住宅の半分に設置されたとすれば、現在の水力発電を量的に上回る可

能性があり、さらなる有効な加速政策が望ましい 

３． そのためには、発電システムの数分の１へのコスト低減と、モジュール製造の50

倍近い大規模化が必要 

４． 太陽電池自体の発電効率向上など現在の研究開発を続けることも必要だが、

モジュールの「画期的プロセス開発」が不可欠 

５． 「画期的プロセス開発」のコンセプトは、製鉄や石油化学のコンビナートの例を

みれば明らかなように、主に原料シリコンやガラスなどから太陽電池までの「一

貫プロセス化」と「物質的熱的複合化」による効率化 

６． それを行う素地は、現在の日本の単独企業にはないから、官が先導すべき 

７． そのための具体的課題は 

７－１ 太陽電池モジュールコストダウンについて： 

  （１）鍵となる結晶薄膜製造プロセスの提案公募型研究 

（２）すでになされているプロセス提案のフィージビリティスタディ 

（３）パイロットプロセスの設計 

（４）パイロットプロセスの建設 

 

７－２ システム全体のコストダウンについては、a）インバータの効率向上、コス

トダウン b）主要素材（ガラス、鉄鋼、アルミニウム）などの物性向上、リサイクル

制向上によるコストダウン c）システムの最適設計、評価 を７－１と同様に 

（１）提案公募型研究 

（２）すでになされている提案のフィージビリティスタディ 

（３）システム全体の設計、評価 

などで進める。 
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Ⅱ 石炭開発に新エネルギー・炭素固定への協力義務づけ 

１． 石炭火力の比率が増大している 

２． コスト・安定供給等現状での理由は理解できるが、再生可能エネルギー・二酸

化炭素等長期ビジョンにとっては懸念材料でもあり、長期ビジョンとの整合性を

図る必要がある 

３． 石炭火力開発の売り上げの一定割合を、太陽電池・バイオマス・風力・中小水

力の４大再生可能エネルギー、および、植林など炭素固定の、研究開発の助成

として拠出するのが妥当であろう 


